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 今年、コロナ禍で流行（はや）ったこ

と。ぱっと頭に浮かぶのは、リモートワ

ーク、テレワーク、そしてオンライン開

催。そのツールとして、それまで耳にし

たことのなかった ZOOM が一世を風

靡（ふうび）しました。 

 ま、インターネットがとにもかくに

もそれらすべてに関わっているわけで

すが、もし、それらがなかったら、経済

活動は完全にストップしたか、感染者

を見放したか、それこそ非情な2者択

一を迫られていたのではないかと、ぞ

っとします。 

 第 17 号でお話ししたとおり、子ど

もたちへの教育を停止してはならない

という国家的判断から、学校休業中に

も学習支援ができるように、政府は多

額の予算をつぎ込んで、GIGA スクー

ル構想を一気に実現しました。もう小

中高すべての校種にわたり、遠隔教育

のできる環境は整備されています。 

 感染症予防に気を遣いながらの生活

はまだしばらくは続きそうですが、コ

ロナ禍の置き土産も見えてきつつあります。 

まず、予想されるのは、仕事のリモート化が否応なく実証され、能率と質が落ちないとわ

かれば、コロナ終息後も引き続きリモートワークが中心、あるいは取り入れられる事業所が

確実に増えるということです。学校教育では不登校生徒に対する指導の幅が広がるでしょう。

不登校の最大の課題は、なんといっても授業が受けられないということなのですから。 

しかし、その発想はやがて学校教育の死を招くでしょう。なぜなら、その発想は学校に行

かなくても学習産業が制作した歯切れのよい授業動画や学習アプリによって、学校の機能が

代替されるという考え方に簡単につながってしまうからです。ここで、もう一度立ち止まっ

て熟慮すべきは学校とはどういう空間なのかということだと思います。 
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学校という空間で、仲間と共有す

る時間にどういう意味があるのか、

その部分に光を当てて考えないと、

学校教育不要論に至ります。第一、

学校になんか行かなくったって、高

等学校卒業程度認定試験に通り大

学入学試験に合格すれば、進学の道

は開けます。費用という面ではそれ

が一番効率のよい進学方法です。そ

れなのに、なぜ、この方法を推奨す

ることがためらわれるのか。 

もう一つはオンライン研修会が

一般的になっていくことです。本校

は生徒の経験値を、多様な人たちと

の交流を基調とする校外活動の活

性化によって高めてきたという歴

史があります。そんな校外活動のう

ち、情報のやり取りで済んでしまう

ようなコンテストや研修の類が、ど

んどんオンライン開催に置き換わ

ってきまし。参加しないよりはま

し、なわけですが、こちらも遠方で

の開催となれば、交通費を惜しんで

今後は逆にオンライン開催を望む声が高まったりしはしないか。 

そんな事態におびえているのは、果たして私だけでしょうか？ 

 


